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事業概要 災害救助用生存者探索装置、地中レーダーによる地下映像化装置、 
生体計測用レーダー装置などレーダー利用機器の設計・開発 
メカトロニクス製品設計製作全般 

特徴・ 
セールス
ポイント 

生存者探査装置など短距離レーダー装置の研究・開発・製造に永年の実績が
あります。 

平成２６年２月２８日 実証実験結果報告会発表資料 
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１．実験の目的（ねらい） 
 災害救助用のドリルレーダーに用いるパルスレーダーを用いて災害時を模
したがれき場で生存者の位置、呼吸などの動きが検知可能か検証する。 

 

多関節アーム式ドリルロボットと生存者探査パ
ルスレーダー 

今回はこの先端に装着す
るレーダー装置の原理試
験を行う。 
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２．実証実験 

①屋外対応のためのシールドボックスの製作 電波法クリア。 

②シールドボックス内に被災建造物の再現 神奈川県消防学校様の全面協力で実現 

③2月12日午前・午後に亘ってに実証試験実施  

（１）実施概要 

（２）結果 
レーダーによって生存者までの距離と呼吸などの動きを捉えることができた 

被験者までの距離のところで波形が動く 
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周波数 Hz 

1.5m付近の時間軸波形の周波数解析 

その周波数解析結果 

呼吸周波数 0.3Hz 



4 

３．今後について 

 今後の課題 

 

１．多関節アームドリルの開発 

 

２．レーダー本体およびアンテナの小型化 

 

３．消防など災害救助部隊との連携 

 

電波式生存者探査装置とアースドリルの融合⇒ドリルレーダーの開発 


